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問 顕
近年，臨床心理学の発展にともなって，児童学専攻の
本学学生が，卒業後，医療，教育.福祉などの分野で，
カウンセラーあるいはセラピストとして.児童および成
人の心理治療を目的とした業務にたずさわることが多く
なってきた。
一般に，我が国の大学では，心寝泊療者の教育を正燥
におこなっているところは極めて少なく .諸種のf似易に
おいては.すぐさま業務をひきうけ得る有能な新人を求
めているにもかかわらず，その要請にこたえきれないの
が現状である。
本学児童学科においては，従来より既存の心埋学科の
傾向とは趣を異にした，臨床心思!学ー を重視した教育がお
こなわれ， I詰iftI主将にその'*留 ・演習にも多大の時!llJが
さかれている。
数年前.日本臨床心澄学会においても，臨床分野のサ
イコロジストの資格認定問題と合わせて，大学における
講義科目の険討が論議されたが，統一見解が生まれるこ
となく今日に歪っている。
そこで，本績で私iま，今後とも本学卒業生が進出して
いくであろう一つの専門分野としての「心理治療省Jの，
具体的な訓練のあり方について，いくつかの観点から考
察を試みた。
学舎I併殺にむけて，新たに児童相談室の設置が計1m!さ
れている現tE，その効果的な活用と.より有能なセラピ
ストの育成1;1'.，われわれの大きなJ型組の一つであると 存
える。
考察の資料
昭和48年3月現在，在聡二年以上の，本学卒業生 (主
としてカウンセラー，セラピストとして治綴中)16名に
以下のようなアンケートを送付，解答を得る。JIH日1;1'.昭
和48年3月-4月。解答者は10名であった。考察lムこ
のアンケー卜結果を第ーの資料にした。次に.昭和47年
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3月から昭和48年3月まで，私とチームを組んで心理治
療を実践した2名の卒業生の，実践過程をふりかえって
の報告を第二の資料とした。加えて昭和40年以来，相、が
祈にふれて在学生，卒業生と交した，セラピスト訓練に
ついてのデイスカッションの経過が，考察のお三の資料
となっている。
アンケートの項目概要
( ) )はじめて担当したケースの主訴.続略について。
( 2 )はじめてケースをf担当した蔽初の一年間の，その
他の実践状況について。
(3 )在学中の，セラピストとしての訓練.研理債の方法
について。
(，) 3，について当時をふりかえっての感想。
(5 )後鎗，初心者への助言。
( 6) tE学中参加した研究会，ワーク ショップなどにつ
いで，また現t.E参加しているそれらの状況について。
(7 )現在の駿織におけるケース・カンファレンスの状
況について。
(8 )心理治療の勉強に関する意見。
考 察
1.訓練の方法
1. 実践にあたって
われわれの学科で1;1'.，現在，学昔1;三回生をMil.1こ，臨
床心I'll?，臨床教育心F!1''i:の議事2・実習がおこなわれて
いる。学生l主主としてこれらの科目をもとに，心理治療
に関する実際的~f望論を学ぶことになる。 そして四回生
のはじめに，希望者1;1'.実際に )-敏ケースの治療f!i当者
となり.実践の経験を償む。
a，ケー スl1!.当の時期について
この，ケース担当の日制御については，長/.1ま現状におい
てはまず妥当であると考えている。相当時1mの観祭訓練
をへて実践に入るべきであるという考えが.一方である
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が.学部卒で総喝に進出していく人々のためには.教背
後間において，最低一年間の実践の僚会は穆保したい。
もっとも，われわれの学科の現状では.他の科目の単
位取得との関係で.四回生に進む直前にしか.心思治療
の実際を観察する僚会がもてない。これについては，何
とか三回生の後半から.実践に至るまでの準備期間とし
て.継続して観察訓練を受ける機会をもうける必要があ
る。
さらに.ケースを担当するまでに，さまざまな事例の
過程を研究する，r.例研究会」に参加し，治療の道筋を
学ぶことも重要だと思われる。治療理論や治療技法を学
• 学
ぶばかりでなく，個々の問題を有するクライエントが，
いかなる遂をとおって泊費匝終結の時期を迎えたか. につ
いて詳細に検討する勉強も，その後の実践に役立つもの
である。
学外では， s種の事例研究会が定期的に開催されてい
る。心理治家者として活躍する先登をもち，学生の中に
も実際にケースを担当している者が多いわれわれの学科
においても，こういった事例研究の集い，あるいは淡習
の時間を定期的にもっこ主か望ましいのではないか。三
回生に対してそれが閉会されるならば一石二鳥である。
b.どのような主訴のクライエン トから開始するか
表1 はじめてのケース
クライエントの主訴 在総省 昭和.a年
度在学生
I1Ma，小児分裂病.自
6 6 
問的傾向の強い情緒障害児
心理的に問題のある繍神
1 1 
簿弱児
遺尿.吃音.王E絞f巨否，
集団不適応児など
1 4 
母車皇の面接 2 。
百十 (AI 10 11 
表 1Iま，心浬治療を主な職務とする卒業生 (アンケー
ト解答者10名)が.在学当時，どのような主訴のクライ
エントを.どのような方法で総当しなかを示したもので
ある。ちなみに，昭和48年度から実践をはじめた在学生
("(:$四回生，修士一回生を含む)の担当しているクラ
イエントを比較してみた。
心E聖治療を実践している教員が，集中的に自閉症児他
重度の情緒障害児を治療のM>'としている関係で.学生
もそういった子ども遣と取り組むことが断然多くなって
いる。
これは一つには，前述の子ども逮は長期にわたって治
僚をうけにくるので.続聡していく先輩セラピストの後
をうけもって，初心者が必然的に治療にあたらねばなら
ないこととも関連している。
卒業生たちは，当時をふりかえって.一線に肯定，否
定両方の感想を述べている。各々カ惜しみ，悩み，はじ
めてのケースから非常な影響をうけたこと， 1聖霊な経験
であったことを述懐している。
心型E治療の基本原理を体得する上でli，どのようなク
ライエントであっても，要(i悶じであろう，と言う反面，
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アプローチの方法 在聡者 昭和48年
度在学生
家庭訪問治療 2 。
遊厳療法
音型軽療法 6 11 
箱庭療法
カウンセリング 2 。
言十 l人J 10 11 
症状の軽いクライエンドを担当して自信をつけること，
短期間で治療の流れをつかむ経験も大事，と意見を寄せ
ている。
そして，彼ら(i，たとえ困難なケースであっても適切
なスーパーパイザーが得られ.十分なケース ・カンファ
レンスがもてれば，その実践はみのり多い経駿として生
きてくることを指摘している。
なお，初心者が卒業a文のテーマとして，特定のアプ
ローチあるいは符定の対怠を実践譲I!!に選ぶ11合l主，:Ii
文作製のみとおしと合わせて，実践にあたって，入念な
オリエンテーションが必要だと忠われる。指組事者の適切
な配慮がなければ，学生(iセラピストとしての不安と，
諭文作製上の不安との相乗作用で， より一層悩むことに
なりがちである。
大学におけるセラピスト訓練の問屋fj(i，被11練者が，
同時に全般的な救育評価の対象でもある，ということで，
後にスーパーピジョンの項でも述べるように.安易に結
音量づけ縫い婆棄を含んでいる。指導者側の判断が.後身
初心者lニ，不測の混乱を与えるということも考えられる。
私はセラピスト志望の学生に対ιては.実践にたず
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さわっている者どおしが，彼らのパーソナリティ ，動機，
今後のみとおしなどをよく把怪し，総合的判断に立って，
相互に述帯して，彼らが但当するクライエントについて
考え，年間の訓練計画，その具体的な内容などを明らか
にし，チーム・ワークによって初心者を育成していくべ
きであると思う。
クライエントというー備の人間を相手にして，心理治
療者の訓練がおこなわれる以上，われわれは慎重の上に
も慎重を期さねばならないし，学生の側に立つでも，セ
ラピィの勉強をmねていくためのさまざまな疑問や当惑
を，多くの援助者にぶつけることができ，大きな平IJ点で
あると考える。
C. ケース姐当の訟について
アンケートに解答があった10人の卒業生のうち， 6名
は，セラピィをはじめて一年以内に，さらに 1-数ケー
スの治療個当者として実践をひろげている。
特定のケースだけに終らず，さらに経験をひろげるこ
との意義について，彼等の一人ti，実際に戦場にでてか
らは，プレイセラピィ ，カウンセリングなど何でも担当
させられるので.できれば経験をひろめておくことか望
ましい，と述べている。
もちろん，ケースの歓が多いから，といって経験の巾
が広がるとは一概にいえない。ひとつのケースであって
も，それにうち込めば，そこから学ぶことは無限にある
であろう。しかし，一方， ケースの困縫さにとらわれて
自信を失ったり.何故かクライエントと相性が悉く悩ん
で余裕をなくしたり，マンネリズムに陥ってしまうこと
も，初心者のJ-'l合.特に多いのである。
ことなった主訴のクライエントが，相互にそのセラピ
ストに意味深い示唆を与えることもある。
はじめて担当するクライエントが重度の障害児であっ
た場合.一方で，短期間で終結を迎えるような，症状の
軽いケースを姐当してみることも，特に初心者には心の
支えになるのではなかろうか。
卒業生たちが.ケース担当の初期に悩んだことが，初
心者には異なった対象をいくつか担当させる.という配
慮によって少しは軽減できるものと弘l主考える。
d.セラピィの準備
初心者がセラピィを実践するにあたって，注意しなけ
ればならないことに，クライエントを実際に迎えるため
の準備と，終了后の始末のl問題がある。
私の，ある先輩lま，毎回セラピィのはじまる少なくと
も 30分前に，プレイルームの~Iii，主主具の点検をおこな
い，まもなく釆室するであろうクライエントに心を集中
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して，準備を怠らなかった。
この態度は，セラピス 卜を志す者がみならわねばなら
ないものだと思う。一週間に一度しか釆室しないクライ
エントであるのだから，五E良の状態でプレイルームに迎
えることができるよう心を配るのは当然であろう。符に
制限，祭止が必要なクライエントの喝合は，そういう事
柄ができるだけ少なくてすむように，あらかじめ配慮す
べきである。
準備不足のために，週一度40分ないし50分という質量
な時間を有効なものにできなかったり，セラピストがす
っかり動錯してしまうような事態に直面することも多い。
セラピストの心に余絡がある時は，予期せぬ突発事が
起こっても.落ちついて対応できるものである。そうい
うことを考えれば，セラピストたるもの，心身の健康に
も留意し，つとめて情緒の安定を心がけていなければな
らない。
また，初回函接が成功の鍵でらある，と一般にいわれる
ように.セラピィが成功するか失敗するかは，第l回の
出会い方に大きなウェイトがかかる叫 。その意味でも，
特に，はじめてのクライエントを迎える場合は，心しな
ければならないのである。
きて，次にセラピィが終了した後の始末の問組である
が，治療室i立何人ものクライエントとセラピストが利用
するー績の共同部屋である。クライエン卜は，あとかた
づけをしたくなければ散らかしたまま帰ることが許され
ているので.ふつうセラピイ J終了后の部屋のそうじ，あ
と始末liセラピストとその媛助者の仕事になる。
乱暴な子どもの使用した部屋は，うんざりする程汚れ
てしまっていることが多いから，セラピィが終ってホγ
と一息ついたセラピストにとって，このあとかたづけは
苦痛であるかも知れない。Ginot，H.G.li，プレイルーム
の清掃li治療家以外の，専門の人がすべきである，そう
でないとクライエントが遊び散らかすのをセラピスト1;1:
十分に受け容れることができないと述べている。
しかしながら.もつかわれわれの所では，各自のセラ
ピストとその助力者以外に，プレイルームを掃除する係
はいないのである。したがって，七ラピストと しては.
交替で部屋を利用する別のクライエントとセラピス トの
ために，もとどおりに室内を整備する必要がある。自分
の担当した子どもが綾した玩具は補給し，短時間でもと
どおりにできぬような不備は.次のセラピス卜に申し送
り，少なくとも，次のセラピストが安心して治療釜の肢
を聞くことができるように配慮しなければならない。
これらの問題は，心理治療者訓練の初歩として，セラ
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ピスト志望者全nに行き渡るような方法で解決していく
ことカ哩まい吐息われる。
そのために，私1:1:，初心者が，同じ部屋で現在実践に
たずさわっているすべての人のケースを観察し，治療~
が，!j耳なった人々によってどのように利用されているか.
という実態を把控室する機会をもうけることを勧めたい。
また，実践に先立つ観察訓練の期間に，ともすれば忘
れられがちになる，こういった基本的な治療室速訟の1i
法について，きっちりと教育することを考えたい。
学内事例研究の会均唱立され，来室するすべてのクラ
イエントについて治療実践者が知識をもつようになれば，
次1買でとりあつかう問題と共に，より良い治療室作りが
実現されやすくなるのではないか。
e. 治自慎重の問題
IJI.在，児童学科には，心理治療用の部屋として.プレ
イルームがーっと面接室が一つしかない。しかも面後室
の方は， }受業や会織のための部屋として転用されること
もしばしばであるから，クライエントのために似円lでき
る日H寺は限られている。縦一子で5在室するケースを一組ひ
きうけると，同時にfJIのケースはひきうけられないので
ある。心思治療省志望のヲ生を多数かかえている昨今，
この，部屋の欠如ということは致命的である。学生に 1
ケース以上，若干のケースを担当させたいと思っても部
屋がなくてはどうにもならない。学舎の噌設がー劾も早
〈実現し，われわれの望む，新しいプレイルームができ
て欲しいものである。
さらに，現在あるわれわれのところのプレイルームは.
さまざまな欠点 (限界)を有している。
第一に，音奈療法のためには狭すぎるし，夫弁が低い。
音楽療法実施の際には不用になる，遊戯療法のための多
数の玩共を室外に運びだす作業l主大変なもので，とても
セラピスト一人では準備ができない。一つのプレイルー
ムをさまざまな則途に使う幼合は，用途別の遊具をしま
える戸袋がいくつもあるプレイルームがぜひ必要である。
また現在のプレイルームは床がビニールタイル貼りで
あり，水を散布できない。 (ぬれると床板がはがれてく
るため，水遊びl主制限しなければならない。)砂と同十礼
治療的要素の溢い「水」 幻 をiEうように使用できないの
は.プレイルームとしては大きな欠陥である。その他，
夏休みなど，集中的に児童相援をおこなおうと思つでも.
日中， 子どもを遊ばせるには室内lまあまりにも暑い。治
療室は同時に活動室であるのだから，冷房設備1:1:完備さ
せるべきであろう。
1k 学
2.実銭過程での訓練
8. 記録について
さで，カウンセリングあるいはプレイセラピィを実践
しはじめた初心者l主，日々の実践の経過を.いかに記録
に残L.，反省，害総議への材料にすれば良いか。
われわれのところでは，五Eもポピュラーにおこなわれ
ているのが， ~犬況録音およびピデオ撮影である。 その他，
セラピィj終了后，セラピストが，各七・yションの状況を
le録用紙に克明にメモをし，印象.反省などを綴ってい
く方法もとられている。表21主，遊厳重臣法の記録用紙の
一例である。
表2 記録の一例
P lay Therapy 記録用紙
記入者氏名(
クライエント氏名(
治療日時(年月 日時分~時分)
治療の回数(第 四日)
天候( ) 
均所(
囚 1.朱室時のクライエ i固 1.Play経過
ントの状況
2. Play前の
Information 
2.使用した遊具
3.セラピストの心身の
状況
3.箱庭の略図
回1.保線者および付き
添い者 4. クライエントと
セラピストの関係
2.親の函按者 ・地所
?
?
?
…
?
? ?
???
?
?
????
，?
?
5. 全体の~p~
回備考 6.反省
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これらの1e録は，治僚過程を研究する上にも重姿なl1 ライエン トとの関係の中で，言活化されない形で把んで
料となる3)。治療過程を卒業論文にまとめようとする者
は，~t!Uの方法について， 事前にrnJ到な $(1札検討をし
ておく必要があろう。セラピィu:r実験」ではないから，
二度とくり返すことはできないのである。実践に即した，
各唱の治療技法独得の記録の方法が今後身寮されるべき
である。
b.観察および鋭察者について
プレイセラピィを実践するJ~合.初心者l立.観察室( ワ
ンサイド・ミラーが設置され，プレイルームの中か視察
できるようになっている)から，経験者あるいは信頼で
きる同僚に.実践の状況を鋭祭してもらうことか望まし
い。そうすれば，クライエントへのかかわり方の実際に
ついて，l手創!な助言をうけることができる。また，自分
自身も他のセラピストの実践を継続して観察すれば，当
事者のj~合は気づかぬ，微妙なクライエントの動きなど
も犯慢でき，得るところが多いであろう。ただ，毎回こ
れを続けることは， セラピストによって I~ ， 緊張感のた
め.どうしても萎縮した態度しかとれないことがあるの
で，時には観察者なしで，セラピィをおこなってみるこ
とも必嬰であろう。
なお，観察室への入室l孟自午"T制がたてまえであること
を忘れてはならない。「観察JIまクライエントの関知しな
いことなのである。それは.心思治療の発展のためにの
み聞かれたi1tであり，タライエントにかかわるセラピス
トの.信頼と3午可があってはじめておこなわれるべき行
為である。
C. スーパーピジョン制度
初心者の訓練にとって欠かすことのできないものは，
スーパーパイザーの存在である。スーパーピジョンにつ
いての論述を二 ・三文献から姶ってみよう。
Rogers. C.R. 7) I主， 「セラピスト訓練計画のねらいは.
7ライエントと取り組んだ自分の経験に対して，非依存
的な，.Jド防衛的な態度をもっ個人個人を作り出すことで
ある」と述べ.さらに，教える場面の雰囲気と教える人
と初歩のカウンセラーとのWIの関係とが，セラピィの中
に存復する雰囲気や関係と同じものであるならば，若い
セラピスト I~，治療的な経験というものを，自分の内政
の中への主u議として取得し始めるだろう.と言う。われ
われの以前の研究引では， 三人のカウ ンセラーの討織の
結諸と して.結局lまクライエントにあたることが-i番良
いスーノfー ピジョンである。スーパーパイザーによるス
ーパーピジョンは.関係についての，妓術の交換に終り
がちである。ほんとうにセラピィに生きてくるのは，ク
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くるもの，それがf師事してきたものである.ということ
であった。
卒業生の解答をみると.在学当時にセラピィ (f).あと毎
回ケース ・カンファレンスをおこなった，あるいはスー
パーパイザーの助設を うけたというものが全体の8割.
残りは親のカウンセラーと情報交換をする程度で.一人
で研鍍したということであった。解答者の一人は.長時
間にわたる自由な雰囲気での3・M義と， Positive ~t旨舗を
してくれるスーパーパイザーのもとでのカンファレンス
が.次のセ γションを迎える自信に結びついていった，
と述懐する。ケースについての話し合いの時間はもたれ
ていたが，グループであったため，十分窓をつくせなか
ったという者，また反対に.指語筆者と一対ーであったた
め思うような討織ができなかった，という者もあった。
また，現在の聡場においても手生時代と問機カンファ
レンスをもうけている人は3富l代¥あとはチームを組ん
でいるセラピス トと悩線交換する程度で一人で記録した
り反省するのみ，といったかたちがほとんどであった。
このことは，卒業後l丸みっちりと研績できる劫はま
だまだ極めて少ないことを物語っている。卒業生たちが，
a己主中にこそ十分なカンフ Tレンスの般会をもつこと，
スーパーピジョン制度を穆立すること.を強調するのも，
初心者の訓練が，卒業後li当事者個人の努力による他は
ない多くのJ.l状を反映していると忽われる4
Gendlin. E.T. I li，被訓練者は三極鎮の話し合いを
必要とする，として次のように述べている。 r一つli彼
が一緒にいて，居心地の良い人として選んだ人であり， ， 
自分の怯えや，不適合感ゃあるいはi皮をして自分が治療
的な人間となるには全然向いていないのではないかと思
わせるような自己の人格将位についての悩みとか，怠者
によってひき起こされた個人的な不1<.'や知的混乱などに
ついて』香りかけることができるような近しい人との話し
合いJ ，そして二つ自に.このようなことを彼が話し合
えるグループ，最後に，経験を積んだスーパーパイザー
との話し合いが必要である.としている。Gcndlinはさ
らに，食物での知識をたくわえると共に，被訓練者は立
~の違う経験あるスーパーパイザーを二人以上必要とす
る i皮は.二種類以上の近づき方から学ぶことによって，
よりうまくやれるようになる。こうすれば彼は一つの近
づき方を真似なければならないと感ずる恐れもなくなる
だろう，彼liいろいろな形で自ら試してみようとするだ
ろう，こうして彼I~ . ほんとうの怠昧で学ぶのである，
と述べている。ただ形だけのUiし合いのために多大の時
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聞が笠宮Eされ，しかも各自が結局はただ苦しみながら独
りで学ぱなければならない，ということを遊けるために，
被訓練者が実践に際しでもつ直接の諸経験，悩み.傷つ
いた感情を表明し，受け容れる自由が実際に存在するこ
とカf肝要であるということをあえてGe刈Iinが強調して
いるのは，現実のスーパーピジョンやカンファレンスの
有機が，ともすれば形式だけに流れがちである傾向をき
しているのかも知れない。
大学においては，指導者が教員であり，学生にとって
は，管理 ・評価者でもあるこの教員が，おおむねスーパ
ーパイザーをかねることが多い。 このことは， 学生ζと
っては，いきおいカ ンファ レンスに，ストレートに自分
を出しきれない，ということにもつながってくる。加え
て，学生放の槽加にともなう教員定敬の少なさが，ます
ます一対ーで十分にスーパーパイズをうけるという時間
的余裕をなくさしめている。
京都大学では，最近一対ーのスーパービジョン制度を
もうけ， 先輩で心理治療に従事している人に依頼してス
ノーfー パイザーになってもらっているという。本学にお
いても，卒業生，研究生.大学院学生など，初心者の個
人的なスーパーパイザー，あるいはカウンセラーになり
得る人材は多いのであるから，直接の指導者以外に.初
心者一人一人がス『パーパイザーを選ぴ，実践をひろげ
ていくことを積極的に縫進し.制度的にも保障していく
ことか望ましいのではないか。理想的には，児童紹談室
専属の，心理治療に従事する駿員の定員がとれ.そうい
う人に，スーパーパイザーの仕事を担当してもらうこと
ができれば良い。他大学には学生相談室が設置され，一
般学生の心理相談Iこ，専属の聡負が配置されている。本
学も，学生数60∞を越えるのであるから，ぜひ，こ うい
った相談室をもちたいものである。心理治療者の育成は，
学内に正規の職員枠がもうけられることによって，飛践
的に推進されるものと，干Lは考える。
d.実践と平行していかなる勉強をしていくか
①戦場の状況を知る
臨床心理学Eの実留で1;1:.，学生は病院，保育所など種
々の戦場に出かけて行って実習をおこなっているが，心
尽治療者としての訓練においても，心理療法を実~して
いるさまざまの犠渇の活動を見学し，そこでの研究会等
に参加してみる経験が大きい意殺をもっ。
研究室と異なり，現実の殺.tllには多種多様の嵩IJ約があ
る。また，そこで働〈人々の人間関係についても，今後
心埋療法を実践していく上で参考になることがすこぶる
多い。現場で働〈人々を研究室に招いて，その実際につ
重
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いて3舌を聞くことも良いだろう。駿湯の状況を知ること
によって.われわれが訓練を積み，研績をかきねていく
上で，何が不足しているか.何を創造していかねばなら
ないかが，明らかになるであろう。
②ワーク ・ショップ.研究会などへの参加
同じ治療理論，治療技法を学んだ者どおしであっても，
彼らが.心理治療家として活留する先人に抱くイメージ
は各々微妙に異なるものである。心理治療家の個性は，
特に初心者に，非常な影響を与える。
そういう意味で私1;1:.，初心者もまた学内にとどまらず，
広〈先輩や他機関の人命が参加するワークショ γプ，研
究会.学会などに繊極的にでむいていくべきであると考
える。
同じような仕事に従事している人にどういった人々が
居り，どのような研鎖が志向され，いかなる研究発表が
なされているのか，を知ってはじめて，もう一度自分自
身にたちかえって，自分の現在していることを吟味する
ことができる。
4銭湯においてケース ・カンファレンス等が実施されて
いないところでは，卒業生たちは積極的に，諸積の研究
会活動に参加していっているようである。
卒業生の一人1;1:.，ある一定のセラピィf&i，セラピスト
像をゴールと して設定し，それに同一千見させていく研鍍
方向には無理が生じる，と指織する。
訓練の過程にある初心者が，やがて一人立ちしていく
ための力と強さを身につける上に，大いに他の指耳事者の
教育や批判を受けさせる必要がある。
さて，その他，実践と平行していかなる勉強をしてい
くか，ということについて，卒業生が強調しているのは，
人格理論，治療理論， 事例の研究など，いうまでもない
ことであるが，セラピィの基本Lこふれるさまざまな谷物
を，できるだけたくさん続む，ということである。この
点については，卒業生との交流の活発化にもとづいて，
在学生が大いに触発されることを期待したい。
I.ある初心者の伊j
次に，昭和47年度の一年間，セラピストとしてはじめ
て実際にケースを担当し，訓練を積んだ2名の卒業ぽ}
引の例をあげて，考察をつづけたい。
1.実践過程
a.担当したケースについて
①うそをつく ，何事にも消極的すぎる.という主訴の
9才の女児と，友逮所有の玩具を盗むという主訴の9才
の男児。
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僅温間違尿，性格にむらがあるという主訴の8才の男
児と，場面紙黙を主訴とする6才の女児。
いずれも，箱庭療法を含む遊戯療法を実施した。
b.初期の経験について
はじめてセラピストとして実践した当時の感想を.こ
の2名の卒業生11次のように述べている。
・どうすれば. 7ライエントを中心に実際に行動できるか.ヲラ
イエントに猛しかけても良いのか.それとも黙っていてもいいのか.
受容と は実際にはどうすれば良いのか.といった不安~~Uをもち.
一方ではとにか〈いっしょうけんめいしようという気待があり.少
L矛盾した~mで織していたo u;l中機棄といった感じであった.
・もL.然縛したセラピストと出会っていたら.主2障が解決され
たのに.初心者の鉱がセラピストであったために失敗してしまった
・・というふうになったら. 7ライエントに対して申LIRないと思っ
た。しかしそれではfnもでき辛いので，本を読んだり話を!日lいたり
しで.少な〈ともそのセラピィがクライエントにマイナスに♀ら辛
いようにできる気がしたのを紙りに.実践にふみきっと。
・二人Uのクライエントに徴してみて.個性の違い.プレイルー
ムでのま~H且のしかたの違いに篤いた. 積極的生千どもであ ったこと.
私自身がリラッ7ALた気符で按することができたということで.
お互いの関係が非常にスムーズにいった感じがある。しかL単なる
遊びに砲していないか.という~えが頒から種れなかった.
・二人目の7ライエントに織した時1.はじめてのクライエント
と対した時よりも，タライエントの行動を，余裕のある阪で見るこ
とができたように思うo 7ライエントと対している自分というもの
をは前ほど;1;厳しな〈なったことも.二人自のクライエントであっ
たからどと思う.
C. 訓練の実際
この2名の卒業生がはじめで担当したケースの母親の
面接は，いずれも私がおこなった。 これらのケースは，
いずれも母親の態度にも問題が多いものであり.セラ ピ
イの回数が進むにつれて， 子どもも親もかなり変化して
いった。セラ ピィ終了後毎回われわれは，情報交換をお
こない，観察者がいる時は.彼らも含めて問題点につい
て話し合い，考え合った。一週間後に各自がセラピィの
経過と印象をレポートにして交換し，セラピィの流れに
ついておたがいに知識を深めると共に，適時，私が助言
をおこなった。 その他状況録音されたテープを聞く会.
クライエントが作った箱庭のス ライドを見る会を時折ひ
らいた。
彼女たちはその他，学外の研究会および学外鱗師によ
る臨床心理学の実習の時間に各々のケースの実際を事例
研究として縫供し，諸氏の助言を得た。
さらに，彼女たちは，訓練のーっとして，自ら個人的
にスーノfー ノfイズあるいはカウンセリングをうけること
を希望し，各身心理治療を実殺している人(いずれも学
外者)について経験を積んだ。
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これらの点に関してのこ人の感想 ・見解1以下のとお
りである。
.[司じ技法で七ラピィをおこなっている者どおしが!Ilま って.事
例を出し合い，疑問点や経験内容について討織する仕事IUlを，定期的
にもつことが望ましも、
-セラピィのあとで，セラピスト， カウノセラー.^ パーー パイ
ザー.似?持者などが.クライエノトの動きに焦点を合わせて.細か
〈心理的な跡づI~ を試み.七ラピストの態度について険Hをする，
長期間lに波る討織の時聞が欲しかった。
・セラピfをスーパーパイザーに見てもらったり.テープを聞い
て助寓してもらえる健会をもつことは.セラピ1 トにとって.とて
も支えになるように思える.
-白分自身がクライエントになって.毎回箱涯を作るニとによっ
て.臼分自身を稽めてゆくことができたように思う。自分がクライ
エントである時の.カウンセラーの悌子.あるいは自分の態度など
から.七ラピィというものを感覚的に把爆していけた。自分がある
~にぶつかっている時など.自分の[l:)組の解決の場があるため，そ
れを切り雌してイどものセラピII~臨むことができ えよう に.I~ う.
初心tにせ.ひ勧めたい経験である.
・ 自分自身.カウ ンセ リングをうけたが.毎回か~り苦しかった。
折にふれ.ああ.こんなことを話そうと考えたり.おすためには.
それを自分でも押しつめて膏え苦ければならなかったりもするL.
自分の心の動きに敏悠になったり.自分をつきはなして犯とりせざ
るを得幸いからである.しかし今.~.うと負かっとと感じ る. セラ
ピィをうけにくる時の7ライエントの緊張感や，七ラピf継続中の
7ライエントにとってのセラピィの1Rみもよ〈わ舟‘る7¥がする。
・研究会などに参加して.泌氏の前でケースをtJH民してみて.自
分が~1.づかなかっと.tくの*柄に対してアドバイスを l持. ひとりよ
がりに陥人ることなくさまざま♀角度からクライエントをみつめる
ことができたこと，七ラピィに付するi違いや不安を位減できたこと
が鰭しかっと。
2.一年を経過して
-受容ということ，心理僚法ということなどの始像的岳概念が真
惑できるようになったと思う.ょうや〈セラピィと11Mか.という
こと舟e少しわかってきた.セラピfをおこなうことにより.クライ
エントへの配慮が，ひいては自分の成長につながるように忠hれる。
・セラピ4を継続していると，一回一@はそれほどでなくても.
iい、期1mをふりかえって考えると.いろいろ企変化に1lづくし，案
外7ライエン ト1;1:自分を変化させていくものだと思っと。しかし.
fl.rJ ~はそれに甘えがちになり.受身(/'，になりすき'たと反行してい
る.
.，'，分自身が7ライエン トとしてセラピ fをうけたこと.このこ
とによって自分自身を明値に把処していくことができ.同時に4ヒラ
ピストとしての行動を示唆されとニとが収慢であった.
・自分の健康管埋に"'をつけることが大切だと!1!った.
・ 毎回毎回.初回の時の~t.~でセラピィをおこなうことが大切で
ある.制か吸収できそ うな研究会が催されれば.ど人どんJ出席して
みることも自分自身にとって非常にプラスになると思う.
・7ライエントの主訴にとらわれず，あせらず.じっ〈 りと.セ
ラピィのn，tlUlを策しい雰囲気にするよう心がけたt、闘をiIiねてい
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くと次第に，遊びにおいて，どんなことに着目しょうか.というこ
とがみえてくる。
・迷ったり，わから>lくなっとりしとら.どんなことでも.どし
どLI~監かをつかまえて尋ねることが必要であるa
セラピストとして，同時にス Pー トしたこの2人li，
ケースli異なるが，同じような訓練の過程をへて一年を
終え，以上のような陳述をおこなっている。
彼女たちの指摘li，.1.の項でふれた問題と非常に関
途があると思われる。実際に訓練をうける初心者におい
ては，特に，ケース ・カンフ Tレンスのあり方.スーパ
」ピジョン問題，研究会活動などが重大な影響を与えて
いる。われわれとしては，さらに初心者の各々とこれら
の問題について度身討議をおこない，貴重な一年を有効
に利用できるよう，具体的に改善を試みていくべきであ
ると考える。私自身，試行事昔鋲しながらも，これまで固
定した方法に終始し， 視野を広げることができなかった
ことを反省している。その~昧てる，在職中の卒業生諸兄
姉，ならびに共にチームを組んでセラピィを実践した初
心者の体験による指摘は重要であると考える。
今後，さらに検討を加え，心理治療者の訓練の具体的
なあり方について，考察を深めたいと思う。
要 約
心埋治療者の育成，訓練に際してどのような点を考慮
すべきかについて考察した。
給自ーとして，最終学年の学生が，実際にセラピィをお
こなうためには，それ以前に十分なオリエンテーション
が必要であること， 1ケースに限らず，若干のケースを
然練者の指導のもとでおこなう方が良いこと，ケース ・
カンファ レンスのあり方を考慮し，充実させること，治
重 学
どがあげられた。さらに，初心者の訓練については，被
訓練者の要求をも十分考慮し，回定した訓練の方法にと
どまることなく.漸次工夫，改善をこころみることも指
摘された。
おわりに，お+亡しい中，アンケー卜に答えて下さった
卒業生諸兄姉，体験を1Mじて貴重なご意見を下さった.
岡田康伸先生(天理大学)"松長知子氏(大阪回生病院)，
堤由宇IJf王 (旧姓延原)に心から謝意を表します。
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Summary 
The eff ective procedures and meas町 esto be taken fQr training psychotherapists were considered carefu11 y. As a co・
nclusion of such examinations. the following steps may be cited as absolute necessities: 
( 1 ) For students in the final academic yearωpracticaly administer therapy， it wil be necessary for the studen. 
ts to receive due orientations previously; 
( 2) lt will be more advisable for the stud朋 tsto administer therapy not only in 0田 singlecase， but in certain m. 
ore cases町出rthe guidance of t回目 fullyeヰ見riencedin the art; 
( 3) Tbe therapy r∞m isωbe wel叩明叫i.e.the叩 ipment町ldprovision are impeωable and preparatio陪
are made satisfactory for receiving the clients; 
( 4) The thorough establishments of the system of supervision， 
(5) Complet冊 55of the case conference: 
( 6) Participation in workshops is to be encouraged. 
( 36 ) 
